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　上記事項につきましては、法令及び当社定款第15条の定めに基づき、書面交付請求を
いただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。
　なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電
子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたします。

第80回定時株主総会資料
【電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく書面交付請求による

交付書面に記載しない事項（交付書面省略事項）】

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
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業務の適正を確保するための体制

事業報告
業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適正を確保するため
の体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。なお、2022年６月28日開催の取締役会にて内容を一
部改定しております。主な改定内容は、リスク管理体制強化を目的として設置したリスク管理委員会に関する内容等
を新たに記載したものであり、以下では、改定後の内容を示しております。
① 当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ．当社グループの役職員の職務の執行が法令及び定款に適合し、かつ社会的責任を果たすため、東鉄工業グル
ープ行動憲章を全役職員に周知徹底する。

ロ．コンプライアンス担当役員（CCO）を置き、コンプライアンス統括部署を設置するとともに、本部、支
店、子会社それぞれにコンプライアンス責任者（CO）及びコンプライアンス担当者を配置する。

ハ．コンプライアンス委員会を定期的に開催し、当社グループのコンプライアンス体制の確立、浸透、定着を図
る。

ニ．内部統制室は、監査を通じて、内部統制システムに対する監視を行う。
② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項は、当社の社内規定に従って管理を行い、取締役は
常時閲覧可能とする。
③ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　「取締役会規程」を定め、取締役会において、会社運営に関する基本方針及び業務執行に関する重要事項を決議
する。また、「取締役会規程」及び「職務権限規程」を定め、業務執行にあたって責任の明確化と意思決定の迅速
化を図る。
④ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．リスク管理体制を整備するため、リスク管理に係る規則の見直し及び制定を実施する。
ロ．リスク管理委員会を定期的に開催し、想定されるリスクの把握、回避策の策定等を統括的に管理する。
ハ．事業運営に重大な影響を及ぼす事態が発生した場合に、危機管理委員会を開催し、被害・損失・影響等の最
小化を図る。

ニ．リスク管理に係る役職員への教育研修等を実施する。
ホ．当社グループの役職員に対する内部通報システムを適正に運用する。
⑤ 当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
イ．子会社管理規程により、子会社の営業成績、財務状況その他の重要な情報について、定期的に報告を受け
る。

ロ．リスク管理に係る規則により、子会社はリスクに関する管理体制を構築する。
ハ．年度計画に則り、当社グループが達成すべき目標を明確化するとともに、子会社ごとにPDCA手法により業
務遂行状況の評価、管理を行う。

ニ．当社グループの役職員の職務の執行が法令及び定款に適合し、かつ社会的責任を果たすため、東鉄工業グル
ープ行動憲章を子会社の全役職員に周知徹底する。
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業務の適正を確保するための体制

⑥ 監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項
イ．内部統制室に所属する使用人に、必要あるときは、監査役の職務の補助業務を担当させる。
ロ．内部統制室の当該使用人の人事等については、事前に監査役と協議する。
ハ．監査役の職務の補助業務を担当する使用人が、その業務に関して監査役から指示を受けたときは、専らその
指揮命令に従う体制を整備する。

⑦ 監査役への報告に関する体制
イ．当社グループの役職員は、職務執行に関して重大な法令・定款違反、もしくは不正行為の事実、又は会社に
重大な損失を与える事実が発生し又は恐れがあることを知ったときは、遅滞なく監査役に報告する。

ロ．当社グループの役職員は、事業、組織に重大な影響を及ぼす決定をしたときは遅滞なく監査役に報告する。
ハ．当社グループの役職員を対象とした内部通報システムを整備し、当社の監査役を通報窓口とする。
ニ．第三者からの通報は、当社ホームページ上のお問い合わせ窓口（メール）又は電話で受付し、必要ある場合
は監査役へ報告する。

ホ．当社グループの役職員が上記各項に係る通報をしたことを理由として、不利益な取扱いをすることを禁止す
る。

⑧ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続きその他の当該職務の執行について
生ずる費用又は償還の処理に係る方針に関する事項

　当社は、監査役がその職務の執行について必要な費用の前払い等の請求をしたときは、速やかに当該費用又は債
務を処理する。
⑨ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．代表取締役は監査役と定期的な意見交換の場を設け、会社運営に関する意見の交換のほか意思の疎通を図
る。

ロ．当社は、効果的な監査業務の遂行のため、監査役と内部統制室との連携を図る。
⑩ 当社グループの業務の適正を確保するための体制の運用状況に関する事項
　当社グループの業務の適正を確保するための体制の運用については、取締役会において定期的に検証を行い、事
業年度の運用状況の概要を事業報告に記載する。
⑪ 財務報告に係る内部統制の体制及び評価に関する事項
イ．財務計算に関する書類その他の情報の適正性を確保するために必要な体制を整備し、運用する。
ロ．前項に定める体制の整備及び運用の状況について、一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の
評価の基準に従って、事業年度ごとにこれを評価する。

⑫ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
　当社グループは「東鉄工業グループ行動憲章」において、「私たちは、企業活動や生活に脅威を与える反社会的
勢力の行動のリスクを想定し、未然防止に努めます。また、危機管理体制を常に整備し、万一事象が発生した際
は、迅速、適切、組織的に対応します。」と宣言し、反社会的勢力との関係遮断に取組む。
　また、警察当局や関係機関などと十分に連携し、反社会的勢力に関する情報を積極的に収集ならびに共有化する
とともに、研修等の機会を通じて反社会的勢力への対応について教育・研修を継続して行う。
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業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は、業務の適正を確保するための体制について、内部統制システムの整備及び運用の監視計画を定め、継続的
にグループ会社を含めた監視を実施し、取締役会にその結果を報告しております。また、監視の結果判明した問題点
につきましては、改善処置を実施し、より適切な内部統制システムの整備及び運用に努めております。当事業年度に
おける当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりです。
　コンプライアンスにつきましては、当社グループの役職員の職務の執行が法令に適合することを確保するため、東
鉄工業グループ行動憲章を制定し、法令遵守をはじめとする、企業倫理の徹底に取り組んでおります。また、コンプ
ライアンス委員会を本社、支店、グループ会社に設けて、全社をあげてコンプライアンス体制の確立、浸透、定着を
図っております。
　取締役の職務執行の適正及び効率性確保に関する体制につきまして、取締役会は、社外取締役４名を含む取締役９
名で構成され、社外監査役２名を含む監査役３名も出席し、会社運営に関する基本方針及び経営上の重要事項を決定
するとともに、業務執行状況の報告を受け、監督を行っております。また、グループ会社から、定期的に経営上の重
要事項について報告を受けております。
　リスク管理につきましては、リスク管理委員会を本社に設けて、定期的にリスクの洗い出し及び取組施策の見直し
を行い、発生するリスクへの万全な対応が図れる体制を構築しております。また、内部通報制度につきましても、グ
ループ全体で構築するなど、リスク回避に取り組んでおります。
　監査役の監査の実効性確保につきましては、代表取締役と監査役の相互の意思疎通を図るため定期的な意見交換の
場の設定、監査役に取締役会等重要な会議への参加機会の提供、並びに内部統制室と監査役の緊密な連携を図ること
に取り組んでおります。

3



2023/05/24 10:14:04 / 22947309_東鉄工業株式会社_招集通知

連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） (単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 2,810,000 2,351,082 93,006,836 △3,894,688 94,273,230
当期変動額
剰余金の配当 － － △3,034,017 － △3,034,017
親会社株主に帰属する
当期純利益 － － 7,905,728 － 7,905,728

自己株式の取得 － － － △239,594 △239,594
自己株式の処分 － 2,467 － 236,762 239,230
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 － 624,314 － － 624,314

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － － － － －

当期変動額合計 － 626,781 4,871,710 △2,831 5,495,660
当期末残高 2,810,000 2,977,863 97,878,547 △3,897,519 99,768,890

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当期首残高 2,714,951 136,991 2,851,943 1,399,981 98,525,154
当期変動額
剰余金の配当 － － － － △3,034,017
親会社株主に帰属する
当期純利益 － － － － 7,905,728

自己株式の取得 － － － － △239,594
自己株式の処分 － － － － 239,230
非支配株主との取引に
係る親会社の持分変動 － － － － 624,314

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △154,156 △82,058 △236,215 △294,532 △530,747

当期変動額合計 △154,156 △82,058 △236,215 △294,532 4,964,913
当期末残高 2,560,795 54,933 2,615,728 1,105,448 103,490,067

連結計算書類
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連結注記表
(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記)
1. 連結の範囲に関する事項

連結子会社数 ５社 東鉄機工株式会社
東鉄メンテナンス工事株式会社
東鉄創建株式会社
興和化成株式会社
株式会社全溶

　持分法適用関連会社であった株式会社全溶は、株式の追加取得により連結子会社となったため、連結の範囲に含めておりま
す。

2. 持分法の適用に関する事項

持分法適用関連会社数 ２社 株式会社ジェイテック
株式会社日本線路技術

　持分法適用関連会社であった株式会社全溶は、株式の追加取得により連結子会社となったため、持分法適用の範囲から除外し
ております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

4. 会計方針に関する事項
⑴ 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

② 棚卸資産（未成工事支出金等）
ａ 未成工事支出金 個別法による原価法
ｂ　未成業務支出金 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
ｃ　商品及び製品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
ｄ　材料貯蔵品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

⑵ 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
　主として定率法によっております。ただし、機械、運搬具及び工具器具備品のうち大型保線機械、1998年４月１日以降に取
得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用
しております。
　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
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② 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

⑶ 重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に
回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
② 完成工事補償引当金
　完成工事に係る契約不適合責任に基づき要する費用に充てるため、当連結会計年度の完成工事高に対する将来の見積補償額を
計上しております。
③ 賞与引当金
　従業員賞与の支出に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度対応分を計上しております。
④ 工事損失引当金
　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末における手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額
を合理的に見積ることができる工事について、損失見込額を計上しております。
⑤ 修繕引当金
　保有する線路保守用車両等の定期的な保守及び修繕の支出に備えるため、当該支出見込額のうち当連結会計年度末までに負担
すべき額を計上しております。
⑥ 役員株式給付引当金
　役員の当社株式給付に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末における株式給付債務の見込額を計上しております。
⑦ 役員退職慰労引当金
　役員の退職慰労金の支出に備えるため、一部の子会社は内規に基づく期末要支給額を計上しております。

⑷ 退職給付に係る会計処理の方法
① 退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準
によっております。
② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額法により費用処理しており
ます。
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額法
により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
③ 小規模企業等における簡便法の採用
　連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする
方法を用いた簡便法を適用しております。
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⑸ 重要な収益及び費用の計上基準
　当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す
る通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

土木事業及び建築事業
　当社及び連結子会社において、土木及び建築工事全般に関する、企画、設計、施工、監理等の事業を行っております。工事収
益総額は、原則として顧客との工事請負契約の金額で算定しておりますが、契約前に発注者の工事指示書等に基づき作業を行っ
た場合、未契約金額については発注者からの工事指示書等の内容から、見積りによって算定しております。当該事業において
は、主に顧客との工事請負契約に基づき、土木及び建築工事を行う履行義務を負っており、当該履行義務は、工事の進捗に応じ
て資産の支配を一定の期間にわたって顧客に移転しているものと考えられるため、当連結会計年度末において測定した当該履行
義務の充足に係る進捗度に基づき、一定の期間にわたり収益を認識しております。進捗度の見積りは、契約ごとに、期末日まで
に発生した原価の累計額が、工事原価総額に占める割合（インプット法）に基づいて算定しております。また、履行義務の充足
に係る進捗度を合理的に見積ることができないが、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合
には、原価回収基準により処理しております。工期がごく短い工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履
行義務を充足した時点で収益を認識しております。
　なお、一定の期間にわたり収益を認識する方法により計上した完成工事高は、82,099,251千円であります。

(会計方針の変更等)
（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
　当社は、機械、運搬具及び工具器具備品のうち大型保線機械の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりましたが、
当連結会計年度の期首より定額法に変更しております。
　当社は、大型保線機械を主としてリース契約により調達しておりましたが、今後、自己資金等による調達も進めていく方針とし
たことを契機に使用実態を改めて見直しました。
　この変更により、従来の方法に比べ、当連結会計年度の売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞ
れ587,065千円増加しております。

(会計上の見積りに関する注記)
⑴ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
　一定の期間にわたり履行義務が充足される工事契約に係る完成工事高
（竣工済みの工事及び原価回収基準により処理した工事を除く）　50,204,249千円
⑵ 会計上の見積りの内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　一定の期間にわたり履行義務が充足される工事契約については、工期がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見
積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。進捗度の見積りは、契約ごとに、期末日までに発生した
原価の累計額が、工事原価総額に占める割合（インプット法）に基づいて算定しております。
　工事収益総額のうち、契約前に発注者の工事指示書等に基づき作業を行った場合、未契約金額については発注者からの工事指示
書等の内容から、見積りによって工事収益総額を算定しております。
　また、工事原価総額の見積りは、工事ごとに将来の気象条件や作成時点で入手可能な情報に基づいた施工条件や資機材価格につ
いて仮定を設定し、作業効率等を勘案して工種ごとに詳細に積み上げることによって見積っております。
　工事収益総額及び工事原価総額の見積りは、新たな合意による工事契約の変更や工種並びに工法の見直し、新たな事象の発生等
の状況変化により変動する可能性があります。その結果、工事収益総額及び工事原価総額は見積金額と異なる場合があり、翌年度
の連結計算書類の一定の期間にわたり履行義務が充足される工事契約に係る完成工事高に影響を与える可能性があります。

(追加情報)
（株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ）」）
　当社は、2022年６月28日開催の第79回定時株主総会決議に基づき、当社の取締役及び執行役員（社外取締役を除き、以下「取
締役等」という。）に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ（＝Board　Benefit　Trust））」（以下「本制
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未成工事支出金 1,377,848千円
未成業務支出金 138,227
商品及び製品 1,041,345
材料貯蔵品 925,192

銀行借入金保証 37,549千円

受取手形 1,311,164千円
電子記録債権 247,718
完成工事未収入金 51,269,039
売掛金 1,174,510
契約資産 39,419,585

当連結会計年度
期首株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式

普通株式 36,100 － － 36,100

合計 36,100 － － 36,100

自己株式

普通株式 1,674 101 101 1,674

合計 1,674 101 101 1,674

度」という。）を導入しております。
1. 本制度の概要
　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信託」という。）を
通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当
の金銭（以下「当社株式等」という。）が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。なお、取締役等が当社株式等
の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。
2. 信託に残存する自社の株式
　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自己株式として計上してお
ります。当連結会計年度末における当該自己株式の帳簿価額は239,230千円、株式数は101千株であります。

(連結貸借対照表に関する注記)
⑴ 未成工事支出金等の内訳

⑵ 保証債務

⑶ 受取手形・完成工事未収入金等のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額はそれぞれ以下のとおりであります。

(連結株主資本等変動計算書に関する注記)
⑴ 発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注1) 当連結会計年度末の普通株式の自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式101千株が含まれております。
(注2) 普通株式の自己株式の株式数の増加101千株は、株式給付信託（BBT）制度に関する株式会社日本カストディ銀行（信託E口）によ

8
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決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額 (円) 基準日 効力発生日

2022年 6 月28日
定時株主総会 普通株式 1,480,292 43 2022年 3 月31日 2022年 6 月29日

2022年11月10日
取締役会 普通株式 1,553,724 45 2022年 9 月30日 2022年12月 9 日

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額 (円) 基準日 効力発生日

2023年 6 月28日
定時株主総会 普通株式 1,622,772 47 2023年 3 月31日 2023年 6 月29日

る当社株式の取得による増加101千株及び単元未満株式の買取りによる増加0千株であります。
(注3) 普通株式の自己株式の株式数の減少101千株は、株式給付信託（BBT）制度導入に伴う第三者割当による自己株式処分による減少

101千株であります。
⑵ 配当に関する事項
① 配当金支払額

(注) 2022年11月10日取締役会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配当金4,581千円が
含まれております。

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
2023年６月28日開催予定の定時株主総会において次のとおり付議いたします。

(注) 2023年6月28日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式に対する配当金4,784千
円が含まれております。

(金融商品に関する注記)
⑴ 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を調達しております。
またデリバティブ取引は行っておりません。

② 金融商品の内容及びそのリスク
　受取手形・完成工事未収入金等の営業債権に係る顧客の信用リスクに関しては、取引事前審査、定期的な与信状況報告、取引
先ごとの期日管理及び残高管理を行い、リスク低減を図っております。
　投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されていますが、四半
期ごとに時価把握を行っております。
　支払手形・工事未払金等の営業債務及び借入金（運転資金）の流動性リスクに関しては、月次資金繰計画を作成するなどの方
法により管理を行っております。
　ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、固定金利であるため
金利変動リスクはありません。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
a 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社は、与信管理の規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を定期的にモニタリン
グし、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社についても、当社の信用管理の
規程に準じて管理を行っております。

b 市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
　当社は、投資有価証券である株式は、定期的に時価や投資先の財務状況等を把握するとともに、投資効果を勘案して保有
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連結貸借対照表
計上額 時価 差額

①　受取手形・完成工事未収入金等 93,422,018 93,392,652 △29,365

②　投資有価証券

　　その他有価証券 10,871,541 10,871,541 －

資産計 104,293,560 104,264,194 △29,365

③　リース債務（注3） 880,937 867,627 △13,309

負債計 880,937 867,627 △13,309

区分 当連結会計年度

非上場株式 272,143千円

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象とな
る資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプット
を用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

状況を見直すことで市場リスクを管理しております。
c 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　当社は、各部署からの報告に基づき、財務部が資金繰計画を作成・更新することにより流動性リスクを管理しておりま
す。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動
することもあります。

⑤ 信用リスクの集中
　当期の連結決算日現在における営業債権のうち72.0％が特定の大口顧客に対するものであります。

⑵ 金融商品の時価等に関する事項
　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

(単位：千円)

（注1）「現金預金」、「支払手形・工事未払金等」、「短期借入金」については、現金及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似
するものであることから、記載を省略しております。

（注2）市場価格のない株式等は、「②　投資有価証券　その他有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額
は以下のとおりであります。

（注3）１年以内に返済予定のリース債務を含めております。
　なお、リース債務の金額には、利息相当額を控除しない方法によっているリース債務29,857千円が含まれております。

⑶ 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しております。

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう
ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券 10,871,541 － － 10,871,541

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

受取手形・完成工事未収入金等 － 93,392,652 － 93,392,652

リース債務 － 867,627 － 867,627

① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の時価に分
類しております。
受取手形・完成工事未収入金等
　これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と満期までの期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現
在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
リース債務
　リース債務の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により算
定しており、レベル２の時価に分類しております。

(企業結合等関係)
（取得による企業結合）
　当社は、持分法適用関連会社である株式会社全溶について、株式を追加取得し連結子会社化しました。
1. 企業結合の概要
⑴ 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　株式会社全溶
事業の内容　　　　レール溶接事業等

⑵ 企業結合を行った主な理由
　鉄道関連工事のリーディングカンパニーである当社が、レール溶接工事を専門的に施工できる国内有数の会社である株式会社全
溶を連結子会社化することにより、レール溶接技術の当社グループ外への流出を防ぐこと、また同社の経営基盤を支えることで技
術開発・生産性向上をより一層加速させ、今後の施工力を安定的に確保するとともに、線路メンテナンス体制を維持していくこと
を目的としております。
⑶ 企業結合日

2022年７月１日
⑷ 企業結合の法的形式

株式取得
⑸ 結合後企業の名称

変更ありません。
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企業結合直前に所有していた議決権比率 35.3％
企業結合日に追加取得した議決権比率 41.0％
取得後の議決権比率 76.3％

取得の対価 企業結合日前に保有していた株式の企業結合日における時価 109,914千円
企業結合日に取得した株式の時価 127,885

取得原価 237,800

デューデリジェンス費用等 5,400千円

段階取得に係る差損 333,832千円

流動資産 782,701千円
固定資産 821,124
資産合計 1,603,826
流動負債 151,850
固定負債 185,968
負債合計 337,819

⑹ 取得した議決権比率

⑺ 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社が現金を対価として株式を取得したためであります。

2. 連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間
　2022年７月１日から2023年３月31日まで
　なお、2022年４月１日から2022年６月30日までの業績は、持分法による投資損益として計上しております。

3. 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

4. 主要な取得関連費用の内容及び金額

5. 被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

6. 負ののれん発生益の金額及び発生原因
⑴ 負ののれん発生益の金額

728,415千円
⑵ 発生原因

企業結合時の時価純資産額が取得原価を上回ったことによります。

7. 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
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取得の対価 現金 101,426千円
取得原価 101,426

（共通支配下の取引等）
　当社は、連結子会社である興和化成株式会社について、株式を追加取得しました。
1. 取引の概要
⑴ 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　興和化成株式会社（当社の連結子会社）
事業の内容　　　　鉄道関連製品の製造及び販売等

⑵ 企業結合日
2023年３月31日(みなし取得日)

⑶ 企業結合の法的形式
非支配株主からの株式取得

⑷ 結合後企業の名称
変更ありません。

⑸ その他の取引の概要に関する事項
　追加取得した株式の議決権比率は16.6％であり、当該取引により興和化成株式会社の議決権比率は81.5％となりました。当
該追加取得は、当社グループのガバナンス強化を図るために行ったものであります。

2. 実施した会計処理の概要
　「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、共通支配下の
取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

3. 子会社株式を追加取得した場合に掲げる事項
　　　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

4. 非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項
⑴ 資本剰余金の主な変動要因

子会社株式の追加取得
⑵ 非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額

624,314千円

(賃貸等不動産に関する注記)
⑴ 賃貸等不動産の状況に関する事項

　当社では、東京都その他の地域において、賃貸用の商業ビル等（土地を含む。）を有しております。
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連結貸借対照表計上額 時価

896,932 5,803,234

報告セグメント その他
(注) 合計

土木事業 建築事業 計

売上高
一時点で移転される
財又はサービス 27,931,848 7,886,211 35,818,059 6,304,480 42,122,539
一定の期間にわたり
移転される財又はサービス 54,198,710 27,900,541 82,099,251 － 82,099,251

顧客との契約から生じる収益 82,130,559 35,786,752 117,917,311 6,304,480 124,221,791

その他の収益 － － － 439,592 439,592

外部顧客への売上高 82,130,559 35,786,752 117,917,311 6,744,073 124,661,384

⑵ 賃貸等不動産の時価等に関する事項
(単位：千円)

(注1) 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。
(注2) 時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）でありま

す。

(収益認識に関する注記)
⑴ 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鉄道関連製品の製造及び販売、不動産賃貸事業並
びに環境事業等を含んでおります。

⑵ 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は「４．会計方針に関する事項（５）重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりで
あります。
　なお、期末日までに発生した原価の累計額の見積り工事原価総額に占める割合が、履行義務の充足に係る進捗度に概ね比例して
いると考えられることから、発生原価に基づくインプット法によっております。
　また、工事契約に関する取引の対価は、契約条件に従い、概ね履行義務の進捗に応じて段階的に受領（契約に基づき前受金を受
領する場合があります。）しており、当該顧客との契約に基づく債権について、重要な金融要素は含まれておりません。
⑶ 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年度末において存在
する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報
① 契約資産及び契約負債の残高等
　顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債に関する情報は以下のとおりであります。
　連結貸借対照表において、顧客との契約から生じた債権及び契約資産は、「受取手形・完成工事未収入金等」に含めて表示し
ており、契約負債は、「未成工事受入金」として表示しております。
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当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 41,370,159

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 54,002,432

契約資産（期首残高） 32,350,795

契約資産（期末残高） 39,419,585

契約負債（期首残高） 696,419

契約負債（期末残高） 836,970

⑴ １株当たり純資産額 2,974円11銭
⑵ １株当たり当期純利益 229円65銭

(単位：千円)

　契約資産は、主として連結会計年度末日における一定期間にわたり収益を認識している進行中の工事契約について、顧客が対
価を支払うか支払期限が到来する前に収益認識を行った場合、受け取る対価に対する権利のうち、債権として計上すべき金額を
除いた金額をもって計上しております。契約資産は、対価に対する当社及び連結子会社の権利が無条件になった時点で顧客との
契約から生じた債権に振り替えられます。当該工事契約に関する対価は、契約条件に従い顧客に請求しております。
　契約負債は、主として工事契約に係る履行義務を充足する前に顧客から受け取った又は支払期限が到来した金額が収益認識を
行った額を超える場合、当該超過額をもって計上しております。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。なお、当連結
会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、613,863千円であります。
　また、過去の期間に充足した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益の額は1,524,012千円であります。

② 残存履行義務に配分した取引価格
　当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初に予想される契約
期間が１年以内の契約について注記の対象に含めておりません。未充足（又は部分的に未充足）の履行義務は、当連結会計年度
末において87,536,539千円であります。当該残存履行義務は、土木事業及び建築事業における工事契約に関するものであり、
期末日後１年以内に約60％、２年以内に約30％、残り約10％がその後の期間に収益として認識されると見込んでおります。

(１株当たり情報に関する注記)

(注) １株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益の算定上、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式は、期末株式数及び期中平均株式
数の計算において控除する自己株式に含めております。なお、株式給付信託が保有する当社株式の期末株式数は当連結会計年度101千株で
あり、期中平均株式数は当連結会計年度60千株であります。
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株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） (単位：千円)
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

買換資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 2,810,000 2,264,004 86,631 2,350,635 686,939 － 74,150,727 9,215,218 84,052,885
当期変動額
買換資産圧縮積立
金の積立 － － － － － 363,214 － △363,214 －
別途積立金の積立 － － － － － － 3,000,000 △3,000,000 －
剰余金の配当 － － － － － － － △3,034,017 △3,034,017
当期純利益 － － － － － － － 6,782,410 6,782,410
自己株式の取得 － － － － － － － － －
自己株式の処分 － － 2,467 2,467 － － － － －
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） － － － － － － － － －
当期変動額合計 － － 2,467 2,467 － 363,214 3,000,000 385,178 3,748,393
当期末残高 2,810,000 2,264,004 89,098 2,353,102 686,939 363,214 77,150,727 9,600,397 87,801,278

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

当期首残高 △3,894,688 85,318,832 2,691,118 2,691,118 88,009,951
当期変動額
買換資産圧縮積立
金の積立 － － － － －
別途積立金の積立 － － － － －
剰余金の配当 － △3,034,017 － － △3,034,017
当期純利益 － 6,782,410 － － 6,782,410
自己株式の取得 △239,594 △239,594 － － △239,594
自己株式の処分 236,762 239,230 － － 239,230
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） － － △170,319 △170,319 △170,319
当期変動額合計 △2,831 3,748,029 △170,319 △170,319 3,577,709
当期末残高 △3,897,519 89,066,861 2,520,799 2,520,799 91,587,661

計算書類
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個別注記表
(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法

② その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの

時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

⑵ 棚卸資産の評価基準及び評価方法
① 未成工事支出金 個別法による原価法
② 未成業務支出金 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
③ 商品及び製品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
④ 材料貯蔵品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

⑶ 固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）
　主として定率法によっております。ただし、機械、運搬具及び工具器具備品のうち大型保線機械、1998年４月１日以降に取
得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用
しております。
　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。
② 無形固定資産（リース資産を除く）
　定額法によっております。
　なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
③ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

⑷ 引当金の計上基準
① 貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に
回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
② 完成工事補償引当金
　完成工事に係る契約不適合責任に基づき要する費用に充てるため、当事業年度の完成工事高に対する将来の見積補償額を計上
しております。
③ 賞与引当金
　従業員賞与の支出に備えるため、支給見込額のうち当事業年度対応分を計上しております。
④ 工事損失引当金
　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その金額を合
理的に見積ることができる工事について、損失見込額を計上しております。
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⑤ 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。

ｉ）退職給付見込額の期間帰属方法
　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準
によっております。

ⅱ）数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額法により費用処理して
おります。
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15年）による定額法
により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

⑥ 修繕引当金
　保有する線路保守用車両等の定期的な保守及び修繕の支出に備えるため、当該支出見込額のうち当事業年度末までに負担すべ
き額を計上しております。
⑦ 役員株式給付引当金
　役員の当社株式給付に備えるため、内規に基づく当事業年度末における株式給付債務の見込額を計上しております。

⑸ 重要な収益及び費用の計上基準
　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点
（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

土木事業及び建築事業
　当社において、土木及び建築工事全般に関する、企画、設計、施工、監理等の事業を行っております。工事収益総額は、原則
として顧客との工事請負契約の金額で算定しておりますが、契約前に発注者の工事指示書等に基づき作業を行った場合、未契約
金額については発注者からの工事指示書等の内容から、見積りによって算定しております。当該事業においては、主に顧客との
工事請負契約に基づき、土木及び建築工事を行う履行義務を負っており、当該履行義務は、工事の進捗に応じて資産の支配を一
定の期間にわたって顧客に移転しているものと考えられるため、当事業年度末において測定した当該履行義務の充足に係る進捗
度に基づき、一定の期間にわたり収益を認識しております。進捗度の見積りは、契約ごとに、期末日までに発生した原価の累計
額が、工事原価総額に占める割合（インプット法）に基づいて算定しております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的
に見積ることができないが、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準に
より処理しております。工期がごく短い工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点
で収益を認識しております。
　なお、一定の期間にわたり収益を認識する方法により計上した完成工事高は、81,206,343千円であります。

⑹ その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項
　退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理
の方法と異なっております。

(会計方針の変更等)
（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
　当社は、機械、運搬具及び工具器具備品のうち大型保線機械の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりましたが、
当事業年度の期首より定額法に変更しております。
　当社は、大型保線機械を主としてリース契約により調達しておりましたが、今後、自己資金等による調達も進めていく方針とし
たことを契機に使用実態を改めて見直しました。
　この変更により、従来の方法に比べ、当事業年度の売上総利益、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ587,065
千円増加しております。
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短期金銭債権 67,255,957千円
短期金銭債務 6,991,035

銀行借入金保証 37,549千円

売上高 88,127,819千円
仕入高 9,498,593
その他の営業取引高 55,320
営業取引以外の取引高 663,427

(会計上の見積りに関する注記)
⑴ 当事業年度の計算書類に計上した金額
　一定の期間にわたり履行義務が充足される工事契約に係る完成工事高
（竣工済みの工事及び原価回収基準により処理した工事を除く）　49,789,349千円
⑵ 会計上の見積りの内容について計算書類利用者の理解に資するその他の情報
　一定の期間にわたり履行義務が充足される工事契約については、工期がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見
積り、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。進捗度の見積りは、契約ごとに、期末日までに発生した
原価の累計額が、工事原価総額に占める割合（インプット法）に基づいて算定しております。
　工事収益総額のうち、契約前に発注者の工事指示書等に基づき作業を行った場合、未契約金額については発注者からの工事指示
書等の内容から、見積りによって工事収益総額を算定しております。
　また、工事原価総額の見積りは、工事ごとに将来の気象条件や作成時点で入手可能な情報に基づいた施工条件や資機材価格につ
いて仮定を設定し、作業効率等を勘案して工種ごとに詳細に積み上げることによって見積っております。
　工事収益総額及び工事原価総額の見積りは、新たな合意による工事契約の変更や工種並びに工法の見直し、新たな事象の発生等
の状況変化により変動する可能性があります。その結果、工事収益総額及び工事原価総額は見積金額と異なる場合があり、翌年度
の計算書類の一定の期間にわたり履行義務が充足される工事契約に係る完成工事高に影響を与える可能性があります。

(追加情報)
（株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ）」）
　取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ（＝Board　Benefit　Trust））」に関する注記について
は、「連結注記表（追加情報）」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

(貸借対照表に関する注記)
⑴ 関係会社に対する金銭債権債務

⑵ 保証債務

(損益計算書に関する注記)
関係会社との取引高
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当事業年度期首
株式数（千株）

当事業年度増加
株式数（千株）

当事業年度減少
株式数（千株）

当事業年度末
株式数（千株）

自己株式

普通株式 1,674 101 101 1,674

合計 1,674 101 101 1,674

繰延税金資産
　　未払事業税等 137,032 千円
　　完成工事補償引当金 53,735
　　工事損失引当金 34,771
　　賞与引当金 560,255
　　賞与に対する社会保険料 85,155
　　貸倒引当金繰入限度超過額 213,219
　　修繕引当金 257,888
　　その他 262,171
　繰延税金資産　小計 1,604,229
　　評価性引当額 －
　繰延税金資産　合計 1,604,229
繰延税金負債
　　前払年金費用 △244,119
　　買換資産圧縮積立金 △111,216
　　資産除去債務に対応する除去費用 △13,643
　　その他有価証券評価差額金 △1,071,905
　繰延税金負債　合計 △1,440,884
繰延税金資産（負債）の純額 163,344

(株主資本等変動計算書に関する注記)
自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注1) 当事業年度末の普通株式の自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式101千株が含まれております。
(注2) 普通株式の自己株式の株式数の増加101千株は、「株式給付信託（BBT）制度に関する株式会社日本カストディ銀行（信託E口）に

よる当社株式の取得による増加101千株及び単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。
(注3) 普通株式の自己株式の株式数の減少101千株は、株式給付信託（BBT）制度導入に伴う第三者割当による自己株式処分による減少

101千株であります。

(税効果会計に関する注記)
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等
の名称 所在地 資本金又は

出資金 (千円)
事業の
内容

議決権等
の所有

(被所有)
割合 (％)

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）

その他の
関係会社

東 日 本
旅客鉄道㈱

東京都
渋谷区 200,000,000 運輸業

被所有
直接　19
間接　　0

建設工事の請負
役員の兼任

完成工事高 87,663,268
契約資産 23,871,827
完成工事
未収入金 43,044,777

軌道材料等の
購入 3,252,060 工事未払金 1,123,171

その他の
関係会社
の子会社

仙 台
ターミナル
ビ ル ㈱

宮城県
仙台市 1,800,000 ホテル

業他 なし 建設工事の請負 完成工事高 1,350,065 完成工事
未収入金 1,864,709

⑴ １株当たり純資産額 2,660円48銭
⑵ １株当たり当期純利益 197円02銭

(企業結合等関係)
（取得による企業結合）
　「連結注記表（企業結合等関係）」に同一の内容を記載しておりますので注記を省略しております。
（共通支配下の取引等）
　「連結注記表（企業結合等関係）」に同一の内容を記載しておりますので注記を省略しております。

(関連当事者との取引に関する注記)

(注1) 上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。
また、完成工事高の取引金額には一定の期間にわたり収益を認識する方法により計上した完成工事高を含んでおります。

(注2) 取引条件及び取引条件の決定方針等
取引条件については、市場価格等を勘案し、価格交渉のうえ、一般的取引条件と同様に決定しております。

(収益認識に関する注記)
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「連結注記表（収益認識に関する注記）」に同一の
内容を記載しておりますので注記を省略しております。

(１株当たり情報に関する注記)

(注) １株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益の算定上、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式は、期末株式数及び期中平均株式
数の計算において控除する自己株式に含めております。なお、株式給付信託が保有する当社株式の期末株式数は当事業年度101千株で
あり、期中平均株式数は当事業年度60千株であります。
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